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医療・介護・障害事業の生き残りと大規模化の経営戦略セミナー 申込書
申込日　　　月　　　日　 FAX.03-6228-5996

ＨＭＳ会員の方は､会員区分に　を付けて下さい。
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※参加料は　　　　月　　　日送金します。
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振込名義　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　７５７７１６２　
名義：カ）ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

プログラム

医療・介護・障害事業の生き残りと大規模化の経営戦略セミナー

講　師

開 催 日

会　場

本間  秀司 氏

本間  秀司 氏本間  秀司 氏

家田  康典 氏

家田  康典 氏家田  康典 氏

令和元年 8月25日㈰
保健・医療・福祉サービス研究会　医療介護事業経営指導講師
ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社　代表取締役社長

厚生労働省　関東信越厚生局　健康福祉課長

参加のお誘い
　ある県主催の人材育成研修で、これからの経営を担う次世代管理者に対して
次のように講義をしています。まず、「事業計画を作成するにあたり、理解しなけ
ればならない資料が3つある。それは、財政制度分科会の社会保障について、地
域包括ケア研究会の2040年：多元的社会における地域包括ケアシステム、社会
福祉法人の事業展開等に関する研究会の資料です。」と説明し、参加者を５～
６人のグループにして、2040年：多元的社会における地域包括ケアシステム報
告書の全36頁をみんなで読み合わせしていただきます。すると、読み合わせの
内容が進むにつれて、参加者の顔はみるみる緊張感に包まれます。読み終わり、
顔を上げると「怖くなった。」、「経営が難しくなる。」、「法人に求められているレベ
ルが一段と高くなっている。」と口々に話します。
　そして、財政制度分科会の社会保障について、社会福祉法人の事業展開等
に関する研究会の資料を学び進めると、どのような未来が待っているかを理解
し、更に、厳しい顔に変わります。私は、「法人ごとに残された時間を理解し、何を
いつまでに行わなければならないか考えて、事業計画を策定してください。」と
話し、それぞれが自分で自法人のあるべき未来の姿を目標設定し、それに向け
た具体的な項目を作成していただくことにしています。なぜなら2040年以降も
経営を継続するためには、それまでに必要な準備を読み解く能力が最も必要だ
と感じているからです。
これまで多くのセミナーが、地域包括ケア研究会報告書の概要や、進むべき方
向性を説明するのに対し、当セミナーでは、より内容を掘り下げて解説し、法人
が事業計画で具体的に何をいつまでにすることが求められているかを詳細に
説明いたします。
　2040年以降の姿を模索されている、医療、介護、障がい事業の経営者・管理
職の皆様に是非お聴きいただければと存じます。多くの皆様のご参加をお待ち
しています。
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開催1週間前を過ぎたキャンセルのお申し出は受付かねます。その際は、代理でのご出席をお願いするか、または自動的に「CD受講」へお切り替えとなります。ご注意
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参加料
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２０２５年以降の医療・介護・障害事業はこう変わる

介護事業を活用した地域コミュニティづくりの取り組みについても解説

「2018年度地域包括ケア研究会報告書」ここには、2040年までに法人が準備しなければならないことが示されている！！
経営トップに求められる将来展望と的確な経営判断！！　2040年までの経営のあるべき姿が丸ごと見えて来る重要企画です！！

※参加料には資料・
コーヒー代を含みます。

※希望の方は□を付けてください。　
□ 無料個別相談　　□ CD受講希望　　□ 出席＋CD（CD代5,076円）

8月25日（日）

23,134円HMS会員（法人・個人会員）

【税込】

（21,420 円   1 ,714円）
本体価格 消費税

24,419円（購読会員） （22,610 円   1,809円）
25,704円 一　　  般 （23,800 円   1 ,904円）

円員 人 ） ）
円） ）
円 ）

Ⅰ. 「社会保障について」財務省が示すあるべき姿のポイント
　　・経済財政諮問会議・財政制度等審議会 財政制度分科会がめざす改革とは

Ⅱ. 「2040年：多元的社会における地域包括ケアシステム」
　  地域包括ケア研究会の詳細解説
　　・医療福祉政策の道標としての「地域包括ケア研究会報告書」の位置づけ
　　・2018年度地域包括ケア研究会報告書の提言を読み解く　
　　・「2040年：多元的社会における 地域包括ケアシステム」詳細解説
　　・社会の変化をとらえ、医療福祉政策の方向性を示す

Ⅲ. 社会福祉法人の事業展開等に関する研究会が目指すところ
　　・加速する人口減少時代の医療・介護・障害の将来
　　・地域医療連携推進法人の動向
　　・社会福祉法人の大規模化と社会福祉法人連携推進法人創設

Ⅳ. 政策の将来を見据えた具体的な事業計画の策定
　　・将来ビジョンと経営戦略策定の必要性
　　・業績を築く事業計画の進め方とその具体策

Ⅴ. あるべき姿のための組織力強化・人材育成
　　・組織強化の手法とその具体策　　・次世代を創造する人材育成の進め方

Ⅵ. 2040年を見据えた経営トップ、幹部の心構え


